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「
バ
カ
ン
ス
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

 

わ
が
国
で
は
、
モ
ノ
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
て
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
の
あ
る
生

活
へ
の
指
向
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
長
期
休
暇
の
取
得
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
滞
在
型
余
暇
活
動
の
推

進
を
図
り
、
国
民
の
心
身
の
健
康
の
増
進
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
本
県
に
お
い
て
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
十
四
年
に
旅
館
業
営
業
許
可

要
件
の
緩
和
や
飲
食
店
営
業
（
旅
館
）
の
許
可
を
不
要
と
す
る
場
合
の
明
確
化
を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
地
域
社
会
と
の
交
流
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
滞
在
・
体
験
型
観

光
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
に
実
績
を
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
盆
・
正
月
な
ど
特
定
の
期
間
に
一

斉
に
休
暇
を
取
得
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
観
光
旅
行
は
短
期
滞
在
が
主
体
で
あ
り
、
滞
在
・
体

験
型
観
光
本
来
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。 

観
光
庁
は
、
定
住
人
口
一
人
当
た
り
の
年
間
消
費
額
は
、
外
国
人
旅
行
者
六
人
分
又
は
国
内
の
宿
泊
旅
行

者
二
十
一
人
分
の
旅
行
消
費
額
に
当
た
る
と
推
計
し
て
い
る
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
観
光
交
流
人
口
の
拡

大
は
、
地
域
の
観
光
関
連
産
業
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
持
続
に
と
っ
て
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
今
後

は
、
一
旅
行
当
た
り
の
宿
泊
数
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
休
暇
に
対
す
る
国
民
意

識
の
変
革
を
促
し
、
休
暇
の
分
散
化
や
長
期
化
を
促
す
と
と
も
に
、
こ
ど
も
の
休
み
の
多
様
化
・
柔
軟
化
の

取
組
も
必
要
と
な
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
に
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
休
暇
に
関
す
る
新
規
立
法
も
含

め
た
制
度
的
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
及
び
地
域
社
会
の
持
続
に
お
け
る
観
光

交
流
の
重
要
性
並
び
に
国
民
の
心
身
の
健
康
増
進
の
重
要
性
に
鑑
み
、
「
バ
カ
ン
ス
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
を

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

令
和
六
年
十
二
月
十
三
日 

 

大
分
県
議
会
議
長 
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